リトル・スパローの作り方
yu-kubo.cloud9＠予備校講師
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リトル・スパローの飛ばし方
yu-kubo.cloud9＠予備校講師
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リトル・スパローは、吉田辰男さんが『紙飛行機を飛ばそう』に紹介されている、簡単にできてよく飛ぶ紙飛行機です。静岡自然を学ぶ会の方から教えていただきました。きちんと作ってうまく投げると、旋回半径1ｍくらいでクルっと急旋回して手元に戻ってくるので、キャッチすることができます。
部屋の中でも遊ぶことができます。使用する紙は普通のコピー用紙がいいでしょう。厚めの紙を用いると、揚力が足りずあまりうまく飛びませんから。
上手に飛ばすためには、機体の調節が重要です。機首のおもり部分を持ち、後ろから機体を見てみましょう。翼の曲がりや左右のバランスが狂っていませんか？　主翼には上反角がつくようにしてください。2枚の垂直尾翼は少し開いて、主翼と垂直になるくらいが適当です。主翼にキャンバー（反り）をつける必要はありません。真っ直ぐになっていればいいのです。
では、リトル・スパローを飛ばしてみましょう。機首のおもり部分を利き手で持ち、手首のスナップを利かせて、ピュッと投げてみてください。右利きのヒトは右45度くらいに傾けて投げるといいでしょう。クルっと旋回しましたか？　うまく飛ばないときは翼が曲がっているかもしれません。後ろから機体をよく見て丁寧に直し、もう一度飛ばしてみましょう。
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